
関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標

人人間間看看護護学学部部 人人間間看看護護学学科科 講講師師 樋樋口口 優優子子

研究分野：生涯発達看護学、生命・健康・医療情報学、

教育社会学

■ 教教育育ににおおけけるる対対応応困困難難なな事事象象のの現現状状とと

支支援援シシスステテムム構構築築のの検検討討

看護学教育において実習指導は不可欠であり、教育者

は学生との密な指導を多く経験します。対応困難の原因

は多岐にわたり多くの課題が挙げられます。この現象は

看護学に限らず多学問・社会で共通して起こり得ている

ことが予測されます。教育における対応困難の現象の解

明と解決策に向けた模索を教育学、心理学の専門家とと

もに学際的に行います。

概要：誕生前（胎児期）から生涯に渡る女性とお子さんを中心としたご家族の健康に関わる研究に

取り組んでいます。個々人のあらゆる状況・情報を可視化し、その現象の理解、そして対応策につ

いて根拠・論理立て、説明可能な提言ができるよう様々なデータを活用し取り組んでいます。また、

医療専門職の人材育成の観点から、教育学・心理学に関する研究にも取り組んでいます。

母子と家族の健康に関わる現象の理解と
誰誰ももがが成成長長ででききるる生生涯涯をを通通じじたたWWeellll--bbeeiinnggのの実実現現

■ 子子どどももとと保保護護者者のの健健康康支支援援ププロロジジェェククトト■ 子子育育ててのの現現状状のの可可視視化化

■ 出出生生前前診診断断にに関関わわるる保保健健医医療療体体制制充充実実にに

向向けけたた教教育育支支援援ココンンテテンンツツのの作作成成

  産科医療施設で妊婦健診を担当する看護職は、出生前診断

を経験する女性と関わる機会が多くあります。しかし、専門

基礎教育において、遺伝学やカウンセリング技法等の専門的

な教育は一般化されていません。出生前診断を考慮するカッ

プルの理解の向上、切れ目ない支援に向けた多職種連携の

一助となる教育コンテンツ作成に関わりました。

PHR（Personal Health Record）である医療情報に、 PLR

（Personal Life Record）である栄養、身体活動、睡眠、認

知特性、パートナーの認識等様々な日常生活で発生する個人

データと生活環境データを加え、包括的に現代の子育ての現

状を明らかにすることに取り組んでいます。

小学校地区単位での子どもを対象に健診を行い、市町村が

保持する乳幼児健診、学校健診、および個人が保持する母子

健康手帳データの一体的な分析を行い、親子の健康増進に関

するエビデンスを創出するための研究に取り組んでいます。
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関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標

人人間間看看護護学学部部 人人間間看看護護学学科科 教教授授 糸糸島島 陽陽子子

研究分野：終末期看護学 看護倫理 看護教育

研究室ＨＰ：https://www.nurse.usp.ac.jp/seijin/index.html

■■看看取取りりケケアアにに必必要要なな臨臨床床推推論論力力をを育育むむ仮仮想想空空間間ココミミュュニニケケーーシショョンン教教材材のの開開発発
看取りケアに必要な臨床推論力を高めるため、仮想空間でのコミュニケーション教材を作成しています。

看取り経験の少ないケア実践者が臨場感のある体験をとおして、看取りケアに必要な臨床推論力や実践力を
高めることを目指しています。

■■『『ああななたたななららどどううすするる？？エエンンドドオオブブラライイフフににああるる人人々々とと家家族族ととののココミミュュニニケケーーシショョンン』』
エンドオブライフにある人々と家族とのコミュニケーションについて学べる

DVD教材を作成しました。いつでも、どこでも、何度でも体験できます。
下記アドレスから体験してみてください。

研究活動 | 滋賀県立大学 人間看護学部 成人看護領域
https://www.nurse.usp.ac.jp/seijin/activity.html

■■療療養養者者のの意意思思決決定定支支援援
がん・非がん、難病をもつ人々の治療選択、療養場所の選択、当事者の望む最期をどのように支援して

いくのかについて、共同研究や、院生・学部生の研究テーマとして一緒に取り組んでいます。
また、「もしバナゲーム」をとおして自身の最期を考える機会を提供しています。

■■看看護護倫倫理理
看護協会の研修や施設での学習会などで、倫理原則や看護倫理綱領をもとに、ジレンマの分析や、看護職

の責務、看護実践における倫理的行動について一緒に考えています。

■■男男性性家家族族介介護護者者のの介介護護負負担担軽軽減減とと被被介介護護者者へへのの虐虐待待・・介介護護殺殺人人のの防防止止支支援援モモデデルルのの開開発発
超高齢社会に突入し、多疾患併存（マルチモビディティ）を抱え介護を必要とする高齢者が増加してい

ます。長期的なケアが必要な高齢者を介護する男性家族介護者の心身の健康保持と被介護者に対する虐待・
介護殺人の防止のための支援体制を共同研究しています。

高齢化の影響を受け、看取りの場が医療施設だけではなく在宅や施設へと移行して
います。そのため、そこで働く看護職・福祉職の看取りに関する実践力を高める必要
があると考え、研究や教育に取り組んでいます。
また、ひとり一人が自分の人生を生ききるために自身と向き合う機会の提供と意思

決定支援のあり方を探求しています。

看看取取りりにに必必要要なな臨臨床床推推論論力力・・実実践践力力をを育育むむ教教育育
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